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令和４年度　施策・基本事業マネジメントシート　（令和３年度実績に基づく評価） 作成日 令和 4 年 7 月 25 日
基本目標名 2 新たな流れの創造による賑わうまちづくり
政　策　名 3 歴史・文化を守り育てるまちづくり
施　策　名 1 文化芸術活動の推進

施策関係課 文化財課

１．施策の目的と成果把握
この施策は、誰、何を対象としているか 対象指標 単位 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

市の人口 人 118,450 117,706 116,982

市内の文化芸術活動団体登録数 団体 106 103 96

市内の文化芸術施設数（市立） 館 3 3 3

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
目標 54.7 55.7 56.7 57.7

実績 52.2 51.2 39.3 44.2

目標 97 98 99 100 

実績 83 107 27 69

目標 70.0 70.5 71.0 72.0 

実績 84.6 85.7 84.6 84.9 市政に関するアンケート

目標 文化推進課資料

実績 各施設利用者からのアンケート
実績

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 H30 R1 R2 R3 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 H30 R1 R2 R3

目標 195,000 196,000 197,000 198,000 目標 112 112 114 114 

実績 202,289 179,073 35,847 72,324 実績 110 107 103 96

目標 13 13 14 15 目標 17,700 17,700 17,800 17,800

実績 10 20 5 12 実績 14,130 12,621 1,143 3,830

目標 8,100 8,100 8,200 8,200 目標 10 10 11 12

実績 8,127 3,353 1,332 2,985 実績 7 4 0 0

目標 155,200 155,500 155,800 156,000 目標 70.0 70.5 71.0 72.0

実績 51,739 20,320 7,838 41,525 実績 84.6 85.7 84.6 84.9
目標 目標
実績 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和３年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

全て達成

一部未達成

全て未達成

全て達成

一部未達成

全て未達成

基本事業名 令和３年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況 基本事業名 令和３年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

４．施策の基本情報
社会情勢変化、国・県の動向、市民・議会意見等 施策の成果向上に向けての役割分担

市民 事業所 行政

施策の成果実績と施策の基本情報及び施策コストに関する全体総括 今後の課題 今後の方向性

政策体系
施策主管課長

文化推進課

上岡　幸宏

施策の目
的

「対　象」

①市民
②文化芸術活動団体
③文化芸術施設

①
何らかの文化活動を行うか、美術館等での講演・
展示会などに参加・鑑賞している人の割合 ％

② 文化祭等への参加団体数 団体

③ 施設利用者の満足度が高い割合 ％

成果指標の
取得方法④

⑤

①
文化会館、あくと
プラザ利用者数

人
文化芸術
活動団体
との連携・
支援

①文化協
会
②郷土芸
能保存会
連絡協議
会

文化芸術・伝統芸
能の核となる団体
の充実を図る

①
文化芸術活動団
体登録数

団体

②
アウトリーチ事業等
を実施した小学校
数

校 ②
文化祭等入場者
数

人

③
吉澤記念美術館
入場者数

人 ③
伝統芸能の発表の
場への参加団体数

団体

④
天明鋳物フェイス
ブックアクセス数

件
文化芸術
施設の環
境整備

文化芸術
施設

文化芸術施設の維
持保全を行い、利
用者の満足度を高
める

①
施設利用者の満
足度が高い割合

％

② ②

・天明鋳物の商標登録化を目指し、地域ブランド力の向上等、鋳物のまちづくりを進めて
いく。また、フレスコ画等、特色ある文化資源を活用し、交流人口、関係人口の増加へと
つなげていく。
・文化芸術施設の適切な維持管理により、施設の長寿命化を図る。特に老朽化の進ん
でいる文化会館については、ＰＦＩ導入可能性調査の結果を基に、今後の具体的なスケ
ジュールを作成する。
・文化芸術への関心を高めるため、次代を担う子どもたちへ、本物の文化芸術に触れ、
体験できる機会を提供する。
・文化協会や（公財）佐野市民文化振興事業団等、民間団体との連携により「オール佐
野」で文化芸術の振興を図る。また、事業団の自立化に向けて積極的に支援を行う。
・新型コロナウイルス感染症への対応として、新しい生活様式を取り入れ、感染防止対
策を徹底したうえで、各種事業を進める。

取組
方針

【施策の取組方針達成状況】
・令和３年１２月、特許庁へ「天明鋳物」を地域団体商標登録に向けて出願申請を行った。
・第３次佐野市天明鋳物のまちづくり推進計画を作成した。
・ＰＦＩ導入可能性調査の結果を基に、改修の方向性、スケジュール等を作成した。
・文化協会では、新型コロナウイルスの影響により活動の自粛を余儀なくされたが、感染症予防対策を
講じた上で市民文化祭を開催するなど、各種団体の運営を支援した。
・令和３年４月、（公財）佐野市民文化振興事業団は自立し、郷土博物館内に事務所を構えた。
・文化芸術施設では、新型コロナウイルス感染拡大のため一時施設を休館した期間があったが、年間を
通して感染予防対策を取り、入場制限や開館時間の短縮など弾力的な施設の運営に努めた。

【成果指標達成状況】
・新型コロナウイルスの影響を受け、施設利用者の満足度以外は目標の数値に届かず、未達成となっ
た。

成果
指標

【基本事業の取組方針達成状況】
・市民ギャラリーで天明鋳物作品展、講演会、ワークショップを
開催し、天明鋳物の魅力を広くＰＲした。また、吉澤記念美術館
では南画家として高い評価を得た、本市出身の「王欽古」展を開
催するなど、特色ある文化資源を活用し、交流人口、関係人口
の増加を図った。
また、特許庁へ「天明鋳物」の商標登録の出願申請を行った。
・市内小学校を訪問し、音楽、演劇の鑑賞やフレスコ画の製作
等、アウトリーチ事業を実施した。
【成果指標達成状況】
・新型コロナウイルス感染症の影響を受け、文化施設の利用者
数、美術館の入場者数ともに目標未達成となった。
また、小学校でのアウトリーチ事業についても、感染予防の観
点から事業を中止した学校があり、目標未達成である

【基本事業の取組方針達成状況】
・ＰＦＩ導入の検討にあたり、専門的知識やノウハウを必要とするこ
とから、外部アドバイザーを選定し、募集開始の時期や設計・工
事の期間等、具体的なスケジュールの原案を作成した。
また、吉澤記念美術館は、受付窓口に感染症対策用のパーテン
ションを設置するほか、事務室のエアコン改修を実施するなど、施
設の適切な維持管理に努めた。

【成果指標達成状況】
・文化会館及びあくとプラザで利用者からの満足度調査を実施し
た結果、２館で８４．９％となり目標を達成した。

【基本事業の取組方針達成状況】
・文化協会主催による市民文化祭への支援やコロナ予防対策
品の購入支援等、団体の活動が円滑に運営できるよう努めた。
また、（公財）佐野市民文化振興事業団は、令和３年４月からプ
ロパー職員による独立運営となったが、共催で事業を開催する
など連携を強化した。
【成果指標達成状況】
・新型コロナウイルス感染症の影響を受け、文化祭の中止によ
る入場者数の減少が続き、目標未達成である。

【文化芸術活動の活性化】
・「何らかの文化活動を行うか、講演・展示会などに参加・鑑賞している人の割合」は４４．２％で、令和
２年度の３９．３％より若干回復しているものの、低い割合となっている。新型コロナウイルス感染症の
影響により、各種イベントの開催中止による鑑賞機会の減少や外出自体を控える傾向になったことが
要因と考えられる。
・アウトリーチ事業等を延べ１２校で実施し、児童への文化芸術の普及を図った。令和２年度は５校と
最少であったが、感染対策を徹底したことや学校からの文化芸術に触れる機会への需要の高まりから
コロナ前の状況に戻りつつある。
・天明鋳物については、鋳物師４人と商工会議所、本市で構成する「天明鋳物振興協議会」を中心に、
天明鋳物の地域団体商標登録を目指し、特許庁へ出願を行った。現在、出願の結果待ちであるが、他
の事例では、１回の申請で登録になるケースはないため、追加資料の提出が予想されている。
【文化芸術団体の活動】
・会員の高齢化のほか、核家族化、地域コミュニティーの衰退化等により、文化芸術団体数の減少が
続いている。また、文化祭等の開催中止による発表の機会も減少している。特に、新型コロナウイルス
の影響により、普段活動している場所の確保ができないことや活動自体を控える傾向にあるため、文
化活動が維持できるよう引き続き連携・支援が必要である。
【文化施設利用者の満足度】
文化会館、あくとプラザの利用者からの調査では、満足度は高い結果となっている。吉澤記念美術館
を含め文化芸術施設では、設備の特殊性から維持管理に多額の費用がかかることが難点である。
【コスト】
・令和３年度の決算額は１億６千４１５万円となり、令和２年度の決算額２億２千１８０万円と比べ、５千
７６５万円の減額となった。その主な要因は、吉澤記念美術館空調設備改修事業及びあくとプラザ非
常用発電機更新工事終了による減である。

【令和４年度で解決する課題】
・ＰＦＩ導入による文化会館の大規模改修について、民間事
業者公募のための募集要項の作成および公表

【令和５年度以降にも引き継がれる課題】
①文化芸術に触れる機会の充実
②文化資源の有効活用
③文化芸術施設の基盤強化
④デジタル技術の活用

【令和５年度重点課題】
⑤子どもを対象にした文化芸術の推進
⑥地域団体商標出願中の「天明鋳物」の登録化
⑦ＰＦＩ導入による文化会館大規模改修事業者の選定

①文化施設の指定管理者や佐野市文化協会、（公財）佐野市民
文化振興事業団との共催等、官民連携により各種事業を実施し、
文化芸術に触れる機会の充実を図り、市民文化の向上と活性化
へつなげる。
②「天明鋳物」「牧歌舞伎」「菜蟲譜」等、特色ある資源を活用する
とともに、伝統工芸や伝統芸能の後継者育成を進め、文化の側
面から地域の活性化を目指す。
③施設利用者が安全安心に利用できるよう、技術センター部との
連携を取りながら施設の改修や設備の更新を計画的に行い、適
切な維持管理に努める。また、民間の美術館を含めた市内文化
芸術施設間の連携強化により、利用の促進を図る。
④展覧会や公演等を撮影し、デジタルコンテンツによる文化芸術
の魅力を発信するほか、文化や教育など多様な活動に利活用を
図る。

⑤次代を担う子どもたちのために、本物の文化芸術に触れ、体験
できる機会を提供する「アウトリーチ事業」等を継続して実施す
る。
⑥天明鋳物を「核」として、日帰りツアーや制作体験等観光分野
及び見本市への出展や新商品の開発等産業分野とそれぞれ連
携し、鋳物のまちづくり事業を展開する。
⑦ＰＦＩ導入による文化会館の大規模改修事業者を令和５年６月
に選定し、設計・改修工事を進め、令和８年９月工事完了予定で

成果指標
設定の考え方

　文化芸術は、豊かな感性を養うとともに、世代を超え
て感動や安らぎを与えてくれるなど、心豊かな社会を
形成する上で重要な役割を持っていることから、

①より一層文化芸術活動の活性化を図る必要があり、
そのためには市民自らが参加・活動する機会を充実さ
せることにより達成できると考え、何らかの文化芸術
活動を行ったり、鑑賞している人の割合を増加させる
ことを成果指標に設定した。
②文化芸術活動団体が活発に活動している状態と
は、文化祭等への参加している団体数により把握でき
ると考え、成果指標に設定した。　
③文化芸術活動の推進には、活動の拠点となる施設
が不可欠であり、施設利用者の満足度が高い状態が
望ましいと考え、成果指標に設定した。

施策の目
的

「意　図」

①文化芸術活動が活性化している
②団体が活発に活動している
③施設利用者の満足度が高い

文化芸術
活動の推
進

①市民
②児童生
徒
③天明鋳
物

①、②文化芸術に
触れ、親しみ、参
加・体験する機会
を拡充する
③特色ある地域資
源の有効活用を図
る

施
策

基
本
事
業

文化芸術
活動の推
進

・天明鋳物やフレスコ画等、特色
ある文化資源の活用や吉澤記念
美術館で魅力ある企画展を開催
することで、交流人口、関係人口
の増加を図る。また、天明鋳物の
ブランド力向上に向けて、商標登
録化を目指す。
・大人になっても文化芸術への関
心を持ってもらえるよう、子どもの
頃から文化芸術に触れ、体験する
機会を提供する「アウトリーチ事
業」等を継続して実施する。

文化芸術
施設の環
境整備

・開館から４０年以上が経過す
る文化会館について、PFI導入
による大規模改修に向け、具体
的なスケジュールを作成する。
また、吉澤記念美術館等、文化
芸術施設の適切な維持管理を
行う。

文化芸術
活動団体
との連携・
支援

・新型コロナウイルス感染症で
影響を受けている佐野市文化
協会や（公財）佐野市民文化振
興事業団等、民間の文化団体
に対し、これまでの活動が維
持・継続できるよう支援を行うと
ともに、連携を強化し、官民一
体となり本市の文化振興の向
上を図る。

施
策
の
基
本
情
報

・社会の状況が著しく変化する中で、観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、産業
等の関連分野との連携を視野に入れた、総合的な文化芸術政策の展開が求めら
れ、特に、文化を起点とした観光と経済の振興に対する期待が高まっている。
・新型コロナウイルス感染症の影響を受け、各種の公演や展覧会などが中止になっ
たことや外出を控えたことにより、文化施設等での直接鑑賞者が減少している。
・国は、各地方公共団体において、その地域特性に応じた文化芸術に関する施策
を、積極的に推進することを期待している。
・県は、心豊かな県民生活と地域社会の実現に向け「みんなで育み、誇るとちぎの
文化」を基本目標とし、文化振興施策の取組を展開するとしている。
・天明鋳物展示施設の設置等、天明鋳物を活用したまちづくりの要望がある。（市議
会、市民）
・伊藤若冲「菜蟲譜」の定期的な公開、自己保有している美術品の寄贈の要望があ
る。（市民）

・市民文化の主体は市民自身であり、
自身の活動や団体の活動などを発表す
るとともに、その情報を発信するよう努
める。
・文化芸術に関わる公演や展覧会、体
験教室等に積極的に参加することが求
められる。
・様々な伝統芸能を次世代へ継承する
ように努める。

・企業には、文化芸術活動への協力
や支援が求められ、地域社会を構成
する一員として、地域の活性化に貢献
していくことが期待される。

・積極的に文化芸術に関する情報を
収集し、広く市民に提供するよう努め
る。
・様々な分野の文化芸術に触れる機
会の提供や活動の支援に努める。
・文化芸術活動の拠点となる施設に
ついて、安全安心に利用できるよう環
境整備に努める。


